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1． は じ め に

　軟弱な海底地盤上 に ，防波堤 な どの 重量構造物を築造す

る場合，基礎地盤 の 安定性 と沈下 の 検討を行 うが，多くの

揚合，設計条件を満足 させ る ため に 対策工 法 が 取 られ る。

本文 で報告す る宮城県石 巻漁港西防波堤 の 場合は ， 対策工

法 と して締固め砂杭打設 に よ る砂強制置換を施 した地盤上

に ， H 型鋼沈床 で 捨石 マ ウン ドを補強し， そ の 上 に消波工

付 きケ
ー

ソ ン を設置す る 断面 をもっ て い る。

　締 固め砂杭 を高置換率 （
一

般 に は70％以上） で 打設す る

い わ ゆ る 砂強制置換 工 法 に っ い て は，海底地盤 で の 施工 実

績も多く ， 安定性と沈下 に関す る実用的 な検討法 は ほ ぼ確

立 して い る
1）

。 他方 ， H 型鋼沈床を捨石 マ ウ ン ド中ま た は

地盤上 に 設置し て地 盤 を補強す る ，
い わ ゆ る 沈床 式 防波堤

は施 工 例 が少 な く， 設計法 が確立 して い ない とい うこ とか

ら，従来 よ りい くつ か の 現場 で 挙動 観 測 が 行 わ れ て き

た 2）t3 ）・4）。 こ れ らの 中で 河上 ら
2｝

に よ る 解析以来 ， 鋼製桁

を弾性支承上 の 梁 と して扱 う解祈法が多くと られ て き た 。

また，近 年土 の 変形解析手法 が進ん だ こ と に よ り，沈床 を

含め た地盤一防波堤系 の 有限要素解析 も行わ れて い る
3）・S）。

　石巻漁港 に お い て は，以前 に地盤改良を行 っ て い ない 地

盤上 に 沈床式防波堤 が施 工 され，大 きな 残留沈下が発生 し

た。こ の ため，今回 は防波堤 の 安定性を保持する と と もに ，

残留沈下を抑制 し，か つ ，経済的断面 を得る 目的で 上記 の

よ うな断面が採用 され た 。 し か し， こ の よ うな断面をもつ

防波堤 の 施工 は前例がな い た め ， 施 工 管理 に役立て る 目的

で ， 施 工 中の 堤体 の 沈下 ， 地盤中の 側方変位 お よび 間隙水

圧 ， 沈床 の 曲げ応力 の 訐測 が 行 われた。以下 に，こ れ らの

挙動観測 の 結果 を報告す る 。 なお，本挙動観測 の 一部は文

献
り ’5） に も発表 し て い る。

2． 地盤 、

’
施工 および挙動観測 の 概要

　2．1 地 盤 の 概 要

　 図一1 に示 した よ うに ， 石巻漁港 の 主要な防波堤 で あ る

西防波堤 は 1区 ， H 区 ， 皿 区 よ り成 っ て い る。1 区，1 区

は 皿 区 よ り も前に施 工 され た 防波堤 で あ り， 皿 区が本文 で
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図一2　土質推定断面お よび 挙動観測位置
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述 べ る挙動観測が行わ れ た 防波堤 で あ る。 図中に は ， 防波

堤 の 沈下観測結果を示す 1 区の ケ ーソ ン No・50
，

105地点，

E 区 の ケ
ー

ソ ン No ，27， 27’地 点 な らび に m 区 の ボー
リン

グ位置お よ び 挙動観測 の 行われ た ケ
ー

ソ ン No ．5
，

14
，
24，

35地点を示 し て い る。

　図一 2 に ， 西防波堤 皿 区 の地質推定断面 図お よ び挙動観

測 の 行わ れ た 平面位置を示 す。図 に 示 した よ うに，海底面

は標高
一6．80m 内外 を示 し，ほ ぼ平坦 で あ る。地質的 に は ，

中生代三 畳紀 の 閃緑岩を基盤 と し，そ の 上 を第四紀洪積世 ，

沖積世 の 粘性土層，砂質土層 が被覆し， 軟弱層を形成 して
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一3　土質柱状図
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図一4　防波堤 の 標準断面

い る。挙動観測 の 行 わ れ た 3 箇所 の 平面図 に つ い て は後 で

説明す る。

　図
一3に挙動観測 の 行わ れた各地点 に 近 い ボ ー

リ ン グ

No．5，6，7 （位置 は 図
一1，2参照） の 土性図を示す。 表

層 の 緩い 砂層部を除い た 深度 3 〜 201n付近 の 沖積粘土層 は i

標準貫入試験の N 値は ゼ ロ 付近 の 値 ，

一軸圧縮強さ 9u は

2〜10　tf1皿 2
で ， 地盤 の 支持力は か な り小 さ い こ とを示 し

て い る 。

　2．2 防波堤 の設計 ， 施 工 の 概要

　 図
一4 に，施 工 され た 防波堤 の 標準断面 図 を示 す。砂強

制置換部 は砂杭 の 直径1．70m ，中心 間隔1．80m （置換率70

％），砂杭平均長さ 221n の 正方形配置で あ る 。 ケー
ソ ン は

幅 1Lsm ，長 さ14．5m ，高 さ 5．5m ，消波 ブロ ッ ク は20t

型 ， H 型鋼沈床 の 寸法 は588× 300　x　12x20mm で あ る 。

　本防波堤 の 安定性は次 の よ うに検討して い る。円弧す べ

り法 に よ る安全率 は完成断面 で 沈 床 が な い と した ときの 常

時にお い て 1．0 以上 ， 沈床を入 れ た完成断面 の 常時 で 1．3

以上 ， 同じ く波圧時で 1．0 以上 と し て い る 。ま た，沈床断

面 は 弾性支承 上 の 梁 と し て 計算 し た 曲 げ応力 が鋼材 の 許容

応力度以 内 に入 る よ うに 決 め て い る。 計算に用 い る 地 盤反

力係数 k は 標準貫入試験 の N 値 か ら k＝ O．15N の 経験式 を

用い て 計算 して い る 。なお，沈床 を設置しな い 揚合 の 設計

に比 べ
， 本断面 で は 地盤改良幅が約13m （沈床 が な い と し

て設計 した と きの 約38％）減少 して お り， 工 事費は沈床 が

な い 場合 の 約88％ と経済的 に な っ て い る。施 工 は，砂杭打

設 が 昭和56年よ り， ケ ーソ ン 据付けが 昭和57年よ り防波堤

の 先端 か ら開始 され た。

　 Z3 　挙動観測の 内容

　本断面の 防波堤 は施工 実績がな い た め ， 施工 は段階的に

行 い ，挙動観測 に よ り各施工 段階に お け る地盤 ， 堤体お よ

び 沈床 の 挙動 を把握す る と と もに ， 数値解析 （関 口 ・太田

モ デ ル に よ る弾 ・粘塑性有限要素解析
6））に よ る 現状分析

お よ び 将来予測 と有機的 に結合 して 施工 ヘ フ ィ
ー

ドバ ッ ク

す る こ とが 計画 さ れ た。

　挙動観測 は 図
一1， 2に示 した よ うに ， 西 防波堤 皿 区の ケ

ーソ ン No ．5，　 Ne ．　14，　 No．24 の 3地点 で行 わ れ た。 図一

2 の 下 の 部分に ， 挙動観測 の 行わ れ た各項目の 平面位置を，

図一 4に は断面図を示 して い る 。

　表一1 に ， 各測点に お ける 挙動観測内容の
一覧を示す。

沈床 の ひ ずみ 計お よ び間隙水圧計 か らの 計測用 コ
ー

ドは 保

護管に よ りケーソ ン NQ ・14 地点 の 防波堤 の 港内側 （図一2

参照）に設置 され た観測櫓 に集め られ て計測 され た 。 な お ，

傾斜計 は角パ イ プ （75　mm 角 ， 長 さ 28m） の 埋 設 の 翌 目

を初期値 と し て 計測 を行 っ て い る。ま た，間隙水圧 計 は埋

設後連続計測を実施 し
， 埋設作業 に よ り発生 し た過剰間隙

水圧 が静水 圧 に 近 い 値 に 落 ち着い た時点 （埋設後 6 〜12日

後）を初期値と して い る 。 同様に ， 沈床 の ひ ずみ計も設置

後あ る期間連続計測して値が落ち着い た時点 （設置後 1週

間程度）を初期値 と して い る 。

表
一1　 挙動観 測一覧表

測 点 防羅
測
　 内 　 容 　 襯 開 姉 翻 雌

黻 細 計 ：1嬲而 嬲細 和57年 ・月 港外側

ケーソ ン

No．5

傾 斜 計 論
5°At−29・°°m

昭和57年 3月 黼 側

・ ず ・ ・1魏 嵜
下1

嚠 一 ・月 ・・・・… 付・

沈 下 ・1蕎講 蓊
鯛

黼 靴 ケー・ ン天・

28

聞隙水圧計
一12．50，− 18．50，−23．50m の 3箇所

昭和58年 4月 港外側
ケ ーソ ン

No ．14
沈　下　計

ケ ーソ ン天 端 の 4
箇所 の 平均

昭和58年 9月 ケ ーソ ン 天端

間隙水圧計
一12．50，− 18．00，
−23．50m の 3 箇 所

昭和58年 4月 港外側

傾　斜　計
一4．00〜−28．00【n

の 問
昭和58年 4 月 港内側

ケーソ ン

No ，24
ひ ず み 計

横方向上下10箇所
計20箇所
ウ ェ ブ 5箇所

昭穐59年 5 月 沈床に取 付け

沈 　下 　計
ケ
ーソ ン 天端 の 4

箇所 の 平均
昭和59年 5月 ケ

ー
ソ ン天端

土 と基礎，37− 8 （379）
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3．　 挙動観測 結果

　 3．1　防波堤 の 沈 下 挙動

　 は じめ に ， 西防波堤 皿 区よ り前 に施 工 された同 1 区およ

び 1 区 の 沈下量 の 計測結果 に っ い て 述 べ る 。こ れ らの 各地

区 の 土 質断面 は 皿 区の ボー
リ ン グNo ．7 とほ ぼ同じ で ， 基

盤層 は 標高
一60m 付近 に あ る。防波堤断面は ， 消波工付き

の 沈床式 ケ ーソ ン 防波堤 で あ るが，地盤改良 は行 わ れ て い

ない 。

　図
一 5に ， 両地 区 の ケー

ソ ン の 累計沈下量 と経過 日数の

関係 を示 す。計測 位置は図一 1に 示 して い る。図 よ り 1 区

で は防波堤建設後約15年で 3m 前後 ， 豆区 で は 建設後約 10

年で 2．　5m 前後の 累計沈下量 を示 して お り，残留沈 下 は な

お 継続 して い る 。

　 次 に ， 今回挙動観測 の 行 わ れた皿 区 の 結果 を示 す。図一

6 に ，ヶ
一

ソ ン No ．5，14，24，35 の 4 地 点 （位置は 図
一

1，2 参照）で 計測され た ケ ーソン 天端 の 沈下量 の 経時変化

を示 す。 沈下 は上載荷重載荷直後は促進され る が，あ る程

度時間 が経 過 す る と落 ち 着 く傾向に あ る。慣用法
1）

で 応力

集 中係数を 3 と した ときの ケ
ー

ソ ン No・5
，
14

，
24 地点で

の 計算沈下量 は，そ れぞれ 92，48，43cm で 実測値よりも

小 さい 値 を示 し て い る。

　3．2　基礎地盤 の 側方変形 挙動

　図
一 7に，ケ ー

ソ ン No・5，　 No．24地点の 角パ イ プ設置

後 の 各時点 に お ける 傾斜計 に よ る 地盤内 の 側方変形 の 深 さ

分布を示す 。 ケー
ソ ン の 据付けは ケ

ー
ソ ン No ・5 地点 で は

側方変位測定開始 後 189 目 目 に，ケー ソ ン No．24地点 で

は 同 じ く 416 日 口に 行 わ れ て い る。こ の 時点以後側方変形

が大きく増加 して い る 。 側方変形は 地盤表層部で は堤体方

向 に ，下 部で は堤 体と反 対 方向 に生 じ て い る 。 側 方変形 の

絶対値の 最大値は 固定点ま で の深 さ の 約 2／3 の 深 さで 発生

して お り ， そ の 発生 深 さ は 施工 中 ほ ぼ一定で あ る。

　図一8 に ， 両測点 の 最大側方変位点 の 側方変位量 δ とケ

・一・ソ ン 天端 の 沈下量 S の 関係を示す。図中の 番号 の 説明 は

表一 2 に示 し て い る。両測点 と も平均的 に は 側方変位量 が

鉛直沈下量 の 13％程度発生 し て い る。図中の 最終段階で の

δ1S（原点 と最終点を結 ぶ 直線 の 勾配）は ケ
ー

ソ ン No ．5 地
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図
一5 西 防波堤 1区，H 区の 防波堤 の 沈下〜時間 の 関係
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　　 図
一6 西 防波堤 m 区 の 防波堤の沈下〜時間の 関係

　　　　側方変位（cm ）　　　　　　　　　　　側方変位（cm ＞
−10　 　　 　　 0　　 　 　　 1Q　　 −10　 　 　　 　 0　　 　　 　 10

（a）ケ
ー

ソ ンNo．5地点 （b）ケ ーソ ンNo．24地点

図
一7 地 盤 中の 側方 変位の 深 さ分布

点で O．　14， ， ケーソ ン No ・24 地点で O．　17で あ る 。 他 の 施

工例 の 安定な 状態で の δ1Sの 値は o．　1〜o．3程度
？）・s）

で あ

る か ら， 今回 の 施 工 は 安定 な状態 で 行 わ れ た と思 わ れ る 。

な お ， 今回 の 計測 は砂強制置換部に近 い （水平距離 1 皿 ）

揚所で 行わ れ て い る こ と も δ15が 比 較的小 さい 値を示 し た

一
因 に な っ て い る と思 わ れ る。

　図
一9に ， ケ

ー
ソ ン No ．5

，
　 No ．24 地点 に おけ る 最大側

方変位点 の 側方変位速度 と経過 日数 の 関係 を示す。図中 の

番号の 説明は表
一 2 に 示 し て い る

。 側方変位速度は側方変

位の 増分を 測定期間の 日数 （約10目間） で割 っ て い る。図

か ら分 か る よ うに ， ケ
ー

ソ ン 据付け か ら上部工 設 置 に至 る

堤体築造期に大きな変位速度を示 して い るが
， 栗原 ら

8） が

報告して い る 施 工管理値 （2cm ！day）よ りは か な り 小 さ

い 。こ こ で 採用 した測定間 隔 の 約 10目間 は防波堤 の 各部の
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表一2　施工 番号 と施工 内容
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設置後885日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殷置後58ユ日

　　　　　　　　　萋
3°

　 x 　　
　1　　　

　　　　　　　　　耄一・。

（a ）ケ ーソ ンNo．5　　　　　　　（b）ケーソンNorZ4

　 図一10 沈床 の 曲げモ ー
メ ン ト分布

番 号

123456789101112

施 工 内 容

ケ
ーソ ン No ，5 ケ ーソ ン No 　24

杭砂

　

　

置

め

石

石

設

石

固

　

　

床

締

捨

捨

沈

捨

ケ
ー

ソ ン ，消波工 ，被覆ブP
ッ ク

蓋 コ ン，被覆 プ ロ ツ ク

消波工

上部 コ ン

消波工

パ ラペ ツ ト

消波工

締 固め砂杭

捨　石

捨　石

沈床設置

捨　石

ケ
ーソ ン

， 被覆ブ ロ ッ ク

被覆 ブロ ッ ク

消波工

蓋コン

上部 コ ン

消波工

施 工 直後 の 変位速度を み る に は 少 し 長 い と 思 わ れ，こ れ が

小 さ い 変位速度 の
一

因に な っ て い る と思 わ れ る。砂強制置

換 を行 っ た 地盤の 施工 管理値 とそ の 測定期間などに つ い て

は ，今後数値解析結果 等 と も対応 させ て検討す る 必 要 が あ

る 。

O，1
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図
一9　最大側方変位点の 側方変位速度の 経時変化

　 3．3　H 型 鋼 沈床の 曲げ挙動

　図
一1e（a ）， （b ）に ， そ れ ぞ れ ケー

ソ ン No ．5，　 No．　24

地 点 の 沈床 の 曲げモ
ー

メ ン トの 分布を示す。図 よ り，ケ
ー

ソ ン No・5地点 で 逆 W 字型 の 片持ち梁 と単純梁 の 重 なっ た

よ うな分布 を示 し， ケーソ ン No ．　24 地点 で は 上 に 凸 の 単

純梁的 な 形状 を示 して い る
4）

。

　図
一11に ， ケー

ソ ン No ．5，　 No．24地点 の 沈床の 縁応力

の 絶対値 の 最大値を示 して い る 点 （両測 点 と も沈 床 の 港外

側端 よ り9．25m の 位置） の 縁応力 の 経時変化を示す。 図中

の 番号 の 説明 は 表
一 2 に 示 し た。図 よ り曲げ応力の 絶対値

は い ずれ も時間 と と もに単調増加 し て い る 。ま た，ケ ーソ

ン NTo・　5 地点 の 曲げ応力 は最終的 に は H 型鋼 の 許容応力度

（1400kgf ！cm2 ） を越 えて ，
3300　kgf！c皿

2
近 くに達 して い

る
。 こ の よ うな大きな 曲げ応力は ， 有限要素法を用い た一

次元的な簡易計算に よ れ ば，消波工 下 の 未改良部 と改良部

の 境界付近 の 地 盤 の 圧縮性 を増大 させ る こ とに よ り説明 で

き る た め
4）

， こ の 地点 で の 地盤 中 の せ ん断応力 の 集中に よ

り発生す る側方変形 と沈下よ り成 る 二 次元的な変形 に よ る

と考 え られ る。な お，最終状態 で ，堤体 の 沈 下，沈床 の 曲

げ応力 が落ち着い て い る こ と， 沈床の 曲げ応力が鋼材 の 引

張 り強度 （4100kgf ！cm2 ）ま で は 達 して い ない こ とか ら，

沈床 は有効に働い て い る と思 わ れ る 。 他方 ， 軟弱層厚 の 小

さい ケーソ ン No ・24地点 で は 最大縁応力の 絶対値は ， 最

終的に 630kgf／cm2 程度と許容応力度内に入 っ て い る 。

　なお ，沈床 の ひ ずみ 計 は 設置後，ケ
ー

ソ ン No・5地点 で

は 3 年 で 40％ ， 4 年 で 70％ が． ケ
ー

ソ ン No．24地点で は

約 2 年 で 72％ が そ れ ぞ れ 測定不 能 と な っ た。

　3．4 地盤内の 間隙 水 圧 の 挙動

　図一12（a ）〜（c ）に ， そ れ ぞ れ ケ
ー

ソ ン No ．5，　 No．　14，

　　　　　　　No．24地 点 の 3 種 類 の 深 さで の 過 剰間隙水

　　　　　　　圧 の 計測結果 を実 線 で 示す 。 な お ， 各間隙

　　　　　　　水圧 計 の 設置位置 は図
一2，4に，埋設深 さ

　　　　　　　 は表
一 1に 示 し て い る。ま た，間時に 従来

　　　　　　　法 に よ る計算結果 を破線 で 示 し た。従来法

　　　　　　　に よ る計算は ，   間 隙水 圧 の 埋 設 位置 に お

　　　　　　　け る有効土被 り圧 ， 増加鉛直応力の 計算，

　　　　　　　  Terzaghi（テ ル ツ ァ
ーギ）の

一
次元圧 密

　　　　　　　理論 に よ る 各荷重 段階 に お け る 圧密度の 計

　　　　　　　算，  各荷重段階 の 過剰間隙水圧合成値〜

ニヒと基 礎 ， 37− 8 （379）
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一 実測値　    

　　時変化が ほ ぼ落ち着い て い る こ とか らみて ，

過剰間隙水圧 が消散 しな い の は測定が正常に

　行わ れ な くな っ た こ と に よ る と思わ れ る 。

4．　 結　論

　 砂強制置換 に よ る地盤改良 と沈床 を併用 し

た消波工付き防波堤 の 施 工 に伴 う堤体の 沈下，

地盤中の 側方変位，間隙水圧 お よ び 沈床 の 曲

げ応力 の 挙 動観測 よ り，以 下 の 結論 が得 られ

　た 。

　　　　 1）　本施工 断面 で は 堤体の 沈下量 は

　　　　　 60 〜 100cm と ， ほ ぼ 同 じ地 層 で あ
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図
一12 過剰 間隙水圧 の 経時変化

経過 目数 曲線図 の 作成 ， の 順に行 っ て い る。なお，間隙水

圧計 は，地盤改良端 か ら未改良側に 5m 離れ た位置 に 埋設

され て い る （図
一4参照）の で ， 排水距離は水平方向の 5

m （片面排水） と し，圧密係数は 標準圧密試験で 得 られ た

値を用 い た。図
一12（b ）の ケ

ー
ソ ン No．14地点 の 過剰間

隙水圧 の 実測値 は 計算値 と ほ ぼ 対応 した 挙動を 示 して い

る。図
一12（a ），（c ）に お い て は 過剰間隙水圧 の 実測値は

計測開始後 1年程度 は計算値 に よ く対応 して 変動 して い る

が ， そ れ以降 の 実測値に 減少 が み られない 。 間隙水圧 を測

定 した 3地点 か ら砂杭 ま で の 距離 は 同 じ で あ る こ と，図
一

6 に示 した よ うに ， こ れ ら の 3地点 の ケ
ー

ソ ン の 沈下 の 経

Augu8t ，1989

一
実測値

一一一
計算｛直

　 る 西 防波堤 1， H 区 の 無改良地盤

　 の 沈下量 290〜370cm の 1／2〜113

　程度に 減少 し て お り，残留沈下 も

　小 さくな っ て い る 。

2）　堤 体 の 沈 下 量 と地 中の 最大側方

　変位量 の 比 は 平均的に は 1 ；0．13

　程度で あ っ た 。 新し い 荷重 の 載荷

　直後 に 側方変位は
一

時的 に増加 す

　る が ， ま た ， 同 じ比 率に もど るた

　め施 工 は安定な状態で 行わ れ た と

　考え られ る。

3）　ケ ーソ ン No ．5 地点で は H 型鋼

　沈床 の 許容応力 を越 える 曲げ応力

　が測定 され た が ， こ れ は 地盤 の 圧

　縮性 の 相違に よ る沈床 へ の 応力集

　中 に よ る と思 わ れ る 。

4） 地盤中の 間隙水圧 の 測定は， ケ

　 P ソ ン No ．14 地点 で は 妥当な結

　果 が 得 られ た。し か し，他 の 地点

　で は途中か ら適正 な値が得られな

　か っ た が ， 原因 は不明で あ る 。

5．　 む　す　び

　海上 工 事 の 施工 管理 の 特徴 と して ，

  施工 断面 ，
工 程が 現場 によ り大きく

異な り，こ れ に伴っ て 地盤お よ び 構造物 の 挙動が 異 な っ て

くる，  計測 が 海上 ま た は 海 中作業と な る揚合 が 多 く，海

象条件の 影響を受け る，  陸上工 事に 比 べ ，計測装置 の 設

置，計測 に か か る 費用 が 大 き い
，   計測機器 の 耐久性 が 短

い
，   施工管理基準 に 関す る データ が少 な い ，な どが挙げ

られ る 。 こ れ らの 特徴をふ まえ て ， 施 工 管理 に 当た っ て

は ， 次の 点 に 配慮す る 必要 が ある 。  施工 に先立 っ て，現

場 の 施工断面 お よび 工 程に 対応 し た 数値 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

な ど を行い
， こ の 結果 と従来 か らの 経験 をもとに して施工

管理 の 判断基準を立 て る。  管理項 目 と して は ， 図一8 に

示 した δ〜 5 関係お よ び 図
一 9に示 した ゐ ！dtの 値に着目
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す る の が よ い と思 わ れ る が
， 沈床な どの 鋼材が用い られ て

い る 揚合 は そ の 曲げ応力 の 測定 も有効で あ る 。   計測機器

は 地盤 の 破壊挙動を把握 しやす い 位置 に複数個設置 し，地

盤 の 変形速度を考慮 した測定間隔 で計測を行 う。   施工 工

程 の 変更 に際して は ， 地盤 の 破壊にっ な が らな い 範囲内で

工 事 の 全体的 な中止 は 避 け ， 施工 揚所 ， 工 種の 変更 な ど に

よ り，全体 の 施工 工程を遅らせ な い よ うに 配慮す る 。   施

工 管理 の 判断内容 を施 工 に反映 させ る た め の 連絡， 命令系

統 を整備す る と と も に，こ の た め に緊急 お よ び 定期的な連

絡 の 場を設 ける e

　当地区 の 防波堤 の 施工 管理 は上 に述 べ た内容に比較 して

不十分な面 もあ っ た が，施 工 は こ こ で 行 わ れ た 挙 動観測 と

数値解析 の 結果を参照 しなが ら行わ れ た 。 特に ， 上部工 ，

パ ラペ ッ ト等 の 荷重条件が最も厳し くな る最終段階の 施工

時期 の 決定 な ど に っ い て は ， 挙動観測 と数値解析の 結果 を

参考に して い る 。 ま た ， こ こ で 行っ た 挙動観測 と数値解析

結果を も とに した解析手法は，本地区 の 未施 工 部分 の 設計

に 生 か され ， 断面 決 定 にお ける 有力 な 基礎資料 と し て 利用

され て い る 。

　本地区 の 挙動観測 に 当た っ て は，京都大学防災研究所柴

田徹教授，同関口 秀雄助教授， 同八 嶋厚助手 に 御指導をい

ただ い た。また，水産庁漁港部建設課 ， 宮城県石 巻漁港事

務所，   五 洋建設 ，   東建地質調査事務所 に援助をい た だ

い た 。 最後で はあ る が ， こ こ に記 し て 関係各位 に深甚 の 謝

意 を表す る 次第で ある。
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国際会議の お知らせ

■土質基礎工 学に関するヨー ロ ッ パ 地 域会議

名 称 ： 10th　European　Conference 　on 　Soil　Mechanics 　and 　Foundation 　Engineering

期 日 ： 1991年 5 月 26日〜30日

場 所 ： イ タ リア，フ ロ
ー

レ ン ス

　第 10回 ヨ ーロ ッ パ 地域会議が，土の 変形と構造物 の 変位をテーマ と して ，
フ ロ ーレ ン ス で開催され ます。 こ の テー

マ に

関連 した論文 の 応募 を希望 され る方 は， 300語程度 の 英文また は仏文概要を1989年11月30日 ま で に 下記宛お 送 りくだ さい
。

な お，詳 し い 資料 を入 用 の 方 は 土質工 学会事務局国際係 あ て FAX に て お 申し込 み くだ さ い
。

送付先 ： The 　Organizing　Com 皿 ittee

　 　 　 　 XECSMFE

　　　　c！oAGI −Associazione　Geotecnica　Italiana

　　　　Via　Bormida，2

　　　　00198Rome ，　Italy
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